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京浜急行電鉄株式会社

取締役社長

　株主の皆様には、ますますご清栄のことと
お喜び申しあげます。
　第89期（平成21年４月１日から平成22年３
月31日まで）の事業の概況をまとめ、「ＫＥＩＫＹＵ
ＢＵＳＩＮＥＳＳ　ＲＥＰＯＲＴ」としてお届けします。
　当期のわが国経済は、一部企業では収
益に持ち直しの動きがみられたものの、厳し
い雇用情勢が続き、個人消費は低迷し、物
価も緩やかなデフレ状況になるなど、引き続
き厳しい状況で推移しました。
　このような厳しい事業環境のなか、当社グ
ループでは、資産の効率化による財務基盤
の強化ならびに事業の連携および効率化
による経営基盤の強化に全力を傾けまし
た。また、安全・安心、良質なサービスの提供
および社会的課題への取り組みによる沿線
価値の向上にも積極的に取り組みました。
　この結果、当期の営業収益は3,058億９

百万円（前期比3.8％減)、営業利益は204
億８千６百万円（前期比30.3％減）、経常利
益は133億８千７百万円（前期比38.5％減）
となりました。これに、特別損益として固定資
産売却益や固定資産除却損等を計上し、
当期純利益は73億６千４百万円（前期比
3.7％増）となりました。
　また、当期の期末配当金につきまして
は、１株につき３円とすることに決定し、当期
の中間配当と合わせた年間配当金は、前
期に引き続き１株につき６円となりましたの
で、ご報告申しあげます。今後も、安定した
配当の継続に努めてまいります。
　厳しい経営環境のなかではございますが、
今後も企業価値を高め、株主の皆様のご期
待にお応えしてまいる所存でございます。
　株主の皆様には、一層のご指導とご鞭撻
を賜りますようお願い申しあげます。
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第89期 （平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

営業収益
3 , 0 5 8億円
（前期比3.8％減）

経常利益
1 3 3億円
（前期比38.5％減）

当期純利益
7 3億円
（前期比3.7％増）

営業利益
2 0 4億円
（前期比30.3％減）

（億円） （億円）

18年度 19年度 20年度 18年度 19年度 20年度 21年度22年度
（予想）

21年度

3,058 3,060
3,250

●総資産・有利子負債等の推移

8,594 8,793

※ 有利子負債については、社債＋借入金＋コマーシャル・
　 ペーパーにより算出しております。

●連結営業収益・連結当期純利益の推移

●連結損益計算書の概要
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●セグメント別（事業別）営業利益（億円）●セグメント別（事業別）営業収益（億円）
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営業収益 総資産 有利子負債 その他の負債純資産
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